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【 東松島市の方言概観 】 

 
 
ここでは、今回の会話集に現れた特徴を中心に、伝統的な東松島市方言の音声や文法を

概観していきます。 
 
 
¶ 音 声 
 
▼カ・タ行の有声化 

語中・語尾にあるカ・タ行の音が有声化し、ガ・ダ行になる。 
 
☞これは平たく言えば、単語の頭以外にあるカ・タ行の音が濁音のガ・ダ行になるこ

とです（専門的に言えば、（有声）母音に挟まれた無声子音/k//t/が有声子音/g//d/になる

こと）。単語の頭にあるカ・タ行は普通は有声化しません（下の例で言えば柿は「ガギ」

にはなりません）。 
 
 例）カ行→ガ行（/k/→/g/） ：開ける → アゲル、柿 → カギ 
   タ行→ダ行（/t/→/d/） ：旗   → ハダ、 的 → マド 
 
   このような発音は、東松島市では頻繁に聞かれます。今回の会話集でも、話者たち

は「ウエギ」（植木）、「ホイナドゴ」（そういう所）、「ケズアズ」（血圧）などが聞かれ

ました。 
 
▼ガ・ダ・ザ・バ行の鼻音化 

 語中・語尾にあるガ・ダ・ザ・バ行の音が鼻音化する。 
 
  ☞単語の頭以外にあるカ行がガ行になることによって、「開ける」はアゲルになってし

まい、「上げる」と混同しそうですが、「上げる」のほうはゲが鼻にかかった音（鼻濁

音とも言い、この現象を鼻音化と言います。ここでは「ケ゜」のように半濁点で表記

します）のアケ゜ルとなり、 
「開ける」＝アゲル 
「上げる」＝アケ゜ル 

で両者の混同は起こりません。同様にダ・ザ・バ行も鼻音化します（ここでは「ンダ・

ンゼ・ンビ」のように上付きのンで表記します）が、これらは衰微が著しく、高年層か

らも聞かれないことがあります。 
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 例）ガ行：上げる → アケ゜ル 
   ダ行：肌   → ハンダ 
   ザ行：風   → カンゼ 
   バ行：首   → クンビ 
 
   ガ行の鼻音化は例えば、「ドーモアリカ゜トー」（どうもありがとう）、「ナケ゜デ

ヤットワ」（捨ててやるよ）のように、今回の会話集でも頻繁に聞かれます。ただし、

必ずしも鼻音に聞こえない、もしくは鼻音が弱いものも聞かれ、「ニゲル」（逃げる）

など、今回は「ガ」と表記しているものもあります。 
   ダ・ザ・バ行の鼻音化は、上のあるように衰退しているのか、今回の東松島市の話

者たちからはほとんど聞かれませんでした。 
 
▼シとス、ジとズ、チとツなどの中舌化 

 イ段音とウ段音が近い音となる。 
 
  ☞イの音がウの音に近づく現象（またはその逆も）を「中舌化」（ちゅうぜつか、なか

じたか）と言いますが、宮城ではイ段音とウ段音でこの中舌化が起き、ニとヌ、ミと

ム、リとルなどが互いに近い音になります※。これらは一応の区別がありますが、シと

スに関しては両方とも「ス」、ジとズは両方とも「ズ」、チとツは両方とも「ツ」と発

音され、これらは区別がありません。 
 
 例）獅子（しし）、煤（すす）、寿司（すし） → すべてスス 
   知事（ちじ）、地図（ちず）、辻（つじ） → すべてツンズ 

※ただし、母音単独のイだけはエに統合されます（後述）。 
 
   今回の会話集の話者たちからも、「ズカン」（時間）、「スオモノバリ」（塩ものば

かり）、「スコス」（少し）、「オズンノモ」（落ちるのも）などが聞かれました。 
 
▼シュ、ジュ、チュの直音化 

 シュが「ス」、ジュが「ズ」、チュが「ツ」と発音される。 
 
  ☞これに上記の中舌化も合わせると、シ・ス・シュがすべて「ス」、ジ・ズ・ジュがす

べて「ズ」、チ・ツ・チュがすべて「ツ」という発音となります。 
 
 例）爺さん（じいさん）、十三（じゅうさん） → 両方ともズーサン 
   手術（しゅじゅつ） → スンズツ 
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   注射（ちゅうしゃ） → ツーシャ 
 
   東松島市でも、昔はこのような発音が聞かれたと思われます。ただし、今回の会話

集ではほとんど聞かれず、「ニジュー」（二重）など「ジュ」と発音されていました。 
 
▼キ（キャ行）の口蓋化 

 キが「チ」に近く発音される。また、キャ、キュ、キョも「チャ、チュ、チョ」と似た

ように発音される。 
 
  ☞一般的にはこれは「口蓋化」の一種と見られています。口蓋化とは舌の前の部分が

上あご（硬口蓋）に接近する現象を言います。キがキとシの中間のような音になると

いう、似た現象は東北一般で見られますが、宮城では極端な口蓋化が起こってチに近

くなります。 
 
 例）機械（きかい）       → チカイ 
   救急車（きゅうきゅうしゃ） → チューチューシャ 
   今日（きょう）       → チョー 
 
   このような発音は東松島市では、現在も頻繁に聞かれます。「メッサチタンダケッド

モ」（見に来たんだけれど）、「チーツケテイッテゴザイン」（気を付けて行ってくださ

い）などの例が今回の会話集にもみられます。 
 
▼その他、以下のような特徴もあります。 

・母音単独のイとエの区別がなく、エに統合されている。 
 
 例）息（いき）、駅（えき） → 両方ともエギ 
   鯉（こい）、声（こえ） → 両方ともコエ 
 
・アイ・アエという母音の連続（連母音）は融合して[ɛː]（共通語のエー[eː]よりも口

を開いて発音する）と発音される。 

    
「レンラクツカネァーツノワ」（連絡つかないというのは）のような例が今回の会

話集にみられました。 
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・ヒの音がシに近い音となる。 
    

今回の会話集では、「シキダシ」（引出）のような例がみられます。 
 
・「食べる」にあたる「クー」を使用する。これは、いろいろな形で使用される際、「カ」

（もしくは「クヮ」）のように発音されることがある。 

 

   今回の会話集では、「カネッスカ」（食べませんか）、「カシラッテルモノ」（食べさせ

てもらっているもの）などといったようなものが聞かれます。 
 
 
¶ アクセント 
 
 東松島市はアクセントの型を持つ有型アクセント地域である。 
 
  ☞例えば「箸」と「橋」を声に出したときに、有型アクセントの地域ではハとシの音

の高低が決まっていて（＝型がある）、それによって単語の区別がつきます。 
 
 
¶ 文 法 

 

【格助詞】 
▼共通語の「が」、「を」にあたる格の格表示 

 共通語の「が」格、「を」格が無助詞で表示されることが多い。 
 
  ☞共通語の「が」のような主格を表す助詞や、「を」のような目的格を表す助詞が用い

られず、以下のように無助詞で表示されることが多いです。 
 
 例）主格 ：俺 行く（俺が行く） 
   目的格：酒 飲む（酒を飲む） 
 
   今回の会話集にもみられる「アワビトリ ヤッカラ、ウミ ナンジョナ モンダカ

ナードオモッテ」（あわびとりをやるから、海がどんなものだかなと思って）のように、

東松島市では「が」や「を」といったものが用いられないことが多くあります。 
 
  ☞また、共通語の「を」相当のものとしては「バ」が用いられることもあります。 
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 例）酒バ飲む（酒を飲む） 
 
   今回の会話集では、「ウメ ノリバ カシラッテルモノ」（うまい海苔を食べさせて

もらっているもの）のような例が聞かれました。 
 

▼「サ」 

 「へ」「に」に当たる格助詞に「サ」がある。 
 
  ☞「サ」は共通語の「へ」よりも意味が広く、「に」に重なるところが多いですが、存

在の場所を表す「ここサある」は言えないなど、その用法は「に」とは若干の違いが

あります（ただし、若年層では存在の場所を表す「サ」も使えるという報告もありま

す）。 
 
 例）東京サ行く 
   おれサ貸せ 
   見サ行く 
 
   今回の会話種の話者たちは、「ドコサ イグノ」（どこに行くの）、「クルマサ ツン

デアンダオン」（車に積んであるのだよ）というように、頻繁に使用していることがわ

かります。 
 

【助動詞】 
▼「ベ」 

共通語の「～だろう」（推量）や「～しよう」（意志）に相当する助動詞に「ベ」がある。 

 
  ☞「ベ」は＜推量＞＜意志＞のほかにも＜確認＞＜勧誘＞などがあり、その用法は多

岐にわたります。また、「取る、起きる、来る」など「る」で終わる動詞に接続すると

きは「る」が「ッ」となる促音便が生じ、それぞれ「トッペ、オギッペ、クッペ」の

ようになります。 
 
 例）明日、雨だベ（明日雨だろう）             ＜推量＞ 
   明日は早く起きッペ（明日は早く起きよう）       ＜意志＞ 
   お祭り、お前も行くベ？（お祭り、お前も行くだろう？） ＜確認＞ 
   みんなでがんばッペ（みんなでがんばろう）       ＜勧誘＞ 
 
   今回の会話集では、「デンワモ ツージネーベッチャ」（電話も通じないだろう）、
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「ヤスンベト オモッテアンダ」（休もうと思っていたんだ）、「ナンジョダベ、コ

ンバン」（どうですか、今晩）などが聞かれました。 
 

▼「タ」「タッタ」 

 「タ」は共通語の過去・完了の助動詞「た」よりも用法が広く、現在目の前にあること

の確認などにも使われる。 
 
 例）（私は今、）学校にいる   → 学校にイタ 
   （私は今、）手紙を書いてる → 手紙をカイテタ 
 
   この「カイテタ」は「カイッタ」と発音されることもありますが、つまる音が入る

ことにより、「カイタ」と区別されます。今回の会話集には、「ナヌスッタ」（何をして

いるの）のような例がみられます。このような区別は、宮城県沿岸部では東松島市よ

り南側の地域でみられるようです。 
 
また、「タッタ」は過去の思い出など、現在と切り離された過去で用いられる。 

 
  ☞「タッタ」は、「タ」と比べて過去の出来事が発話時に存在する場合には使われにく

く（この場合は「タ」が用いられます）、過去の出来事が発話時に存在しない場合に使

われやすくなります。これを上記では「現在と切り離された過去」と表現しました。 
以下の例で説明すると、①は昨日もらった桃が今もあるときの発言であり、これは

過去の出来事が発話時に存在すると読みとることができます。このような場面では「タ」

が使われます。②は昨日もらった桃が今はもうないという状況であり、これは過去の

出来事が発話時に存在しないと捉えられます。このとき、「タッタ」が用いられます。 
 
 例）①きのう、近所の小沢さんに桃をモラッタ。あんたも食べる？ 
   ②きのう、近所の小沢さんに桃をモラッタッタ。 

あんたが来るなら少し残しておけばよかったなあ。 
＜例文は竹田（2011）より引用＞ 

 
   今回の会話集では、「ゴエーカン、ニソーキタッタッチャ」（護衛艦が、二艘来てい

たよね）などの例が聞かれます。これは、「現在はいないけれど」という意味合いが含

まれています。また、「ヒジャカブモ イデッテ ユッテタッタンダネーノ」（膝頭も

痛いと言っていたんじゃないの）という例も聞かれます。これは、「膝頭が痛い」のは

過去に聞いたことであり、現在も「膝頭が痛い」かどうかは問いかける側にはわから

ないことなので「タッタ」の形が使用されているものと思われます。 
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▼終助詞「チャ」 

 強調、当然、働きかけの意味を表す「チャ」が用いられる。 
 
  ☞具体的には、相手が知っているはずの事柄を示し確認させるなどの機能があり、共

通語の「でしょ」「じゃない（か）」「よね」などのような意味を持ちます。 
 
 例）Ａ１：ニショッコ（二燭光）って５ワットぐらいか。 
   Ｂ１：６０ワットぐらいだッチャ。（６０ワットぐらいでしょ。） 
   Ａ２：え、そんなに光らないッチャ。（え、そんなに光らないでしょ。） 
 
   東松島市の話者たちは、今回の会話集にみられる「ジシン ンダガーット キタッ

チャ」（地震がダガーってきたよね）、「ヘリデ ハンソーシテモラッタッチャー」

（ヘリで搬送してもらったんだよ）などのように、頻繁に使用しています。 
 
★その他、以下のような特徴もあります。 

・逆接既定条件（共通語の「けれども」）は東松島市では「ゲットモ」が用いられやすい。

順接既定条件（共通語の「から」）は「ガラ」が用いられる。 

 
・待遇表現は「ス」「（デ）ガス」「（デ）ゴザリス」「イ（ン）」などが用いられる。 
 

 例）取りス（取ります） 
   んデガス（そうです） 
   おはよゴザリス（おはようございます） 
   お茶でも飲まイン（お茶でも飲みなさい） 
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